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ん
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所
在
地　

泉
佐
野
市
鶴
原
１
９
６
５
番
地

建
設
年
代　

大
正
４
（
１
９
１
５
）
年

登
録
基
準　
（
一
）
国
土
の
歴
史
的
景
観

に
寄
与
し
て
い
る
も
の

特
徴
・
評
価　

見
出
川
河
口
左
岸
、
熊
野

街
道
沿
い
に
位
置
す
る
神
社
本
殿
。
基
壇

上
に
南
面
し
て
建
つ
一
間
社
流
造
檜
皮
葺

（
銅
板
仮
葺
）
で
三
方
に
刎
高
欄
付
縁
を

廻
ら
す
。
庇
柱
は
虹
梁
形
頭
貫
を
用
い
ず

三
斗
組
で
丸
桁
と
海
老
虹
梁
を
受
け
る
。
全
体
に
簡
素
で
整
然
と
し
た
意

匠
の
本
殿
で
境
内
の
歴
史
的
景
観
を
つ
く
る
。
近
隣
村
社
合
祀
に
伴
う
再

建
と
伝
わ
る
。

●
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支し

多た

神じ
ん

社じ
ゃ

拝は
い

殿で
ん

及お
よ

び
幣へ
い

殿で
ん

所
在
地　

泉
佐
野
市
鶴
原
１
９
６
５
番
地

建
設
年
代　

大
正
４
（
１
９
１
５
）
年

登
録
基
準　
（
一
）
国
土
の
歴
史
的
景
観
に
寄
与
し
て
い
る
も
の

特
徴
・
評
価　

境
内
中
央
に
南
面
し
て
建
つ
入
母
屋
造
平
入
本
瓦
葺
の
拝

殿
。
南
に
入
母
屋
造
妻
入
向
拝
を
付
し
、
北
に
両
下
造
幣
殿
を
接
続
す
る
。

拝
殿
正
面
は
向
拝
両
脇
に
格
子
窓
を
開
け
、
楣
と
桁
間
の
小
壁
に
舟
肘
木

と
長
押
を
装
飾
的
に
貼
り
付
け
る
。
内
部
は
一
室
で
格
天
井
張
。
重
厚
な

本
瓦
葺
屋
根
が
境
内
景
観
を
形
成
。
近
隣
村
社
合
祀
に
伴
う
再
建
と
伝
わ

る
。

●
加か

支し

多た

神じ
ん

社じ
ゃ

神し
ん

饌せ
ん

所じ
ょ

所
在
地　

泉
佐
野
市
鶴
原
１
９
６
５
番
地

建
設
年
代　

昭
和
３
（
１
９
２
８
）
年

登
録
基
準　
（
一
）
国
土
の
歴
史
的
景
観
に
寄
与
し
て
い
る
も
の

特
徴
・
評
価　

本
殿
の
西
に
位
置
し
、
基
壇
上
に
東
面
し
て
建
つ
一
元
社

流
造
鉄
板
葺
。
身
舎
は
角
柱
と
し
、
飛
貫
を
通
し
て
鼻
先
を
現
し
、
組
物

は
舟
肘
木
で
妻
飾
は
大
瓶
束
、
軒
は
一
軒
で
吹
寄
垂
木
と
し
、
正
面
に
桟

唐
戸
を
開
く
。
全
体
的
に
装
飾
少
な
い
な
が
ら
も
丁
寧
な
つ
く
り
の
小
社

で
、
境
内
の
歴
史
的
景
観
を
形
成
。
近
隣
村
社
合
祀
に
伴
う
再
建
と
伝
わ

る
。
神
饌
所
は
権
本
殿
と
も
呼
ば
れ
る
。

旧き
ゅ
う

朝あ
さ

日ひ

湯ゆ

所
在
地　

泉
佐
野
市
元
町
４
５
３
５
番
地
の
１

建
設
年
代
な
ど　

大
正
15
（
１
９
２
６
）
年
／
令
和
4
（
２
０
２
２
）
年
改
修

登
録
基
準　
（
ニ
）
造
形
の
規
範
と
な
っ
て
い
る
も
の

特
徴
・
評
価　

孝
子
越
街
道
に
南
面
し
て
建
つ
旧
銭
湯
。
片
入
母
屋
造
平

入
桟
瓦
葺
の
脱
衣
場
は
庇
中
央
を
切
り
上
げ
入
口
と
し
北
に
切
妻
造
妻
入

桟
瓦
葺
の
浴
室
二
棟
、
そ
の
北
に
土
間
の
釜
場
を
接
続
。
西
浴
室
は
中
央

に
御
影
石
製
の
大
浴
槽
を
残
し
、
上
部
は
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
を
現
す
な
ど

豪
華
な
つ
く
り
の
和
洋
折
衷
の
銭
湯
。
令
和
４
年
に
内
部
改
修
し
、
現
在
、

西
浴
室
（
女
湯
）
を
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
や
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
な
ど
、
東

浴
室
（
男
湯
）
を
泉
佐
野
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
の
事
務
所
と
し

て
活
用
し
て
い
る
。

※
ヴ
ォ
ー
ル
ト
：
ド
ー
ム
と

同
様
に
ア
ー
チ
を
基
本
形
と

し
た
屋
根
で
、
ア
ー
チ
を
水

平
に
押
し
出
し
た
カ
マ
ボ
コ

の
形
状
の
屋
根
の
こ
と
。

　

こ
の
た
び
、
本
市
元
町
に
位
置
す
る
「
旧
朝
日
湯
」
と
、
本
市
鶴
原
に
鎮
座
す
る

加
支
多
神
社
の
内
「
加
支
多
神
社
本
殿
」、「
加
支
多
神
社
拝
殿
及
び
幣
殿
」、「
加
支

多
神
社
神
饌
所
」
が
、
３
月
15
日
㈮
に
開
か
れ
た
文
化
審
議
会
を
経
て
、
国
の
登
録

有
形
文
化
財
に
登
録
す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
の
登
録

有
形
文
化
財
の
数
は
８
ヵ
所
と
な
り
ま
す
。

問
合
先　

文
化
財
保
護
課
（
☎
４
４
７
・
６
７
６
６
）

今回新たに登録有形文化財に登録された建物

▲「加支多神社拝殿及び幣殿」

【泉佐野市のその他の国登録有形文化財】
●新井家住宅（玄関・座敷・奥座敷・主屋・蔵・門・塀）
●池田谷家住宅（主屋・蔵）
●塚本家住宅蔵
●上善寺（本堂・庫裏・表門・裏門・鐘楼・経蔵）
●蟻通神社（本殿・拝殿及び幣殿・透廊・後門及び東西透塀・舞殿・表門・裏門・絵馬殿・南・北手水舎・太鼓橋）
●大将軍湯

泉
佐
野
市
の
「
旧
朝
日
湯
」「
加
支
多
神
社
」
が

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
決
定
!!

▲「旧朝日湯」女湯
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